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「ちゅーピーの森づくり」
プロジェクトの展開
中国新聞中国会連合会

実施期間

2008年4月～

実施地域

広島市を中心とした広島県西

部地域

活動概要

中国新聞中国会連合会は、

2008年4月から、地球温暖化防

止に役立つ森林保全と管理に貢

献するため、地元の山への植樹

や間伐材を材料としたベンチづ

くりや木工細工の展示、炭の販

売などを行うプロジェクトを展

開している。

活動は、広島市北部の神
かん

ノ
の

倉
くら

山
やま

で遊歩道整備と桜の苗木 100

本の植樹、間伐材を活用したベ

ンチ 120脚を製作して地域に寄

贈したり、伐採した竹を利用し

て東日本大震災の被災者への義

援金の募金箱を作り、寄付を募

るなどさまざまな方法で展開し、

地域の環境保全に貢献している。

＊

中国新聞中国会連合会＝中国新聞
系統の 338 販売所で組織。このう
ち広島県西部 6 つの系統会の 125

販売所が活動主体。竹浪克彦（た
けなみ・かつひこ）会長。

◉

◉

◉

植樹の様子（2008年）■ 木工教室の様子（2008年）■

間伐材で製作し贈呈したベンチ（2010年）■

森の竹を利用した募金箱
（2011年）
■

植樹や間伐材を利用した物づくり
環境保全プロジェクト
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地域の歴史的名勝の保全・整備、PR

愛媛新聞エリアサービス桑
く わ

原
ば ら

所長　西口　功

実施期間

2005年～

実施地域

愛媛県松山市郊外の淡
あわ

路
じ

ヶ
が

峠
とう

およびミニコミ紙を通じてエリ

ア周辺

活動概要

愛媛県松山市の愛媛新聞エリ

アサービス桑原所長の西口功さ

んは、2005年からボランティア

で、松山市郊外の淡路ヶ峠の遊

歩道整備に取り組んでいる。

06年には、地域の有志 12人

とともに「淡路ヶ峠遊歩道整備

管理協議会」を結成し、毎月 1

回定期的に歩道整備の作業をし

ている。西口所長は、整備に必

要な木材として約 100本のヒノ

キを無償で提供し、自らショベ

ルカーを操作し遊歩道完成に尽

力した結果、3ルートの遊歩道

が完成している。

また、同店で発行しているミ

ニコミ紙「愛媛新聞ぽけっと版」

で随時、整備状況を告知し地域

住民や読者へPRしている。

＊

西口　功（にしぐち・いさお）

◉

◉

◉

ミニコミ紙「愛媛新聞ぽけっと版」■

1981年11月20日付（創刊号） 2011年12月31日付（第354号）

2012年4月30日付（第358号）

愛
媛
新
聞　

2
0
1
2
年
6
月
20
日
付

ショベルカーを運転する西口所長

遊歩道整備に使用する
木材をそろえるメンバー

木材を利用し遊歩道を
整備するメンバー

遊歩道を整備する様子■

地元で親しまれ、懇願されていた
遊歩道の再生に
自ら木材を提供し、尽力した取り組み



地域貢献賞

48 49

地
域
貢
献
賞

県内全域でくまなく「高齢者見守り活動！」安心して
暮らせる地域づくりへ 徳島県および市町村と連携活動

徳島新聞販売店会

実施期間

2009年～

実施地域

徳島県内全域

活動概要

徳島新聞販売店会では、2009

年から自治体と連携した「高齢

者見守り活動！」を県内全域で

取り組んでいる。

お年寄りが安心して暮らせる

地域づくりを目指し、朝・夕刊

の新聞配達時に一人暮らしの高

齢者宅で異変・異常に気付いた

ら地元民生員や警察、消防等に

連絡する活動を続けている。

徳島県では 65歳以上が 27％

と全国平均より高く、独居老人

が 20年前の 2倍以上となり、3

万人を超えている。この深刻な

状況を受けて、同会は 09年阿

南市と市内の店が協定を結んだ

ことを皮切りに、現在では42店

が 7市町と締結している。過去

3年間の通報件数は 167件、こ

のうち過去 1年間の通報件数は

89件と地域の福祉向上に寄与し

ている。

＊

徳島新聞販売店会＝徳島県の徳島
新聞系統 110 販売店で組織。斉木
伸（さいき・しん）代表。

◉

◉

◉

2009年10月9日／阿南市役所
徳島県南部の阿南市の販売店13店が同市の協力依頼
を受け、「高齢者見守り協定」を締結。以来、本紙販売店
への協力依頼が各自治体から相次ぎ、現在、42の販売
店が7市町と締結。高齢者の安否確認を目的に新聞販売
店と自治体が協定したのは、徳島県内では初めてだった。
約半数の42店が地元役場と協定。
3年間の通報件数は全県で約170件

2012年1月24日／徳島県庁
111 店でつくる徳島新聞販売店協同組合が徳島県の
協力依頼を受け「高齢者見守り協定」締結。以来、県
と連携し県内全域での見守り活動がさらに推進。
市町村に加え、徳島県からも協力依頼を受け活動協
定を締結！県内を網羅した見守り活動がさらに推進
し、この1年間の通報件数は約 90 件に上る！人命救
助も多い。

「地域安全　見守り隊」の幟も作って、高齢者の見守
り活動に力を入れている徳島新聞販売店吉野川支部

（8店）の所長たち

新聞配達業務を通してお年寄りの安否確認をする配
達スタッフ。夕刊配達時はできる限り「直接手渡し」
を心掛けている。

徳島新聞販売店「見守り活動」に関する資料写真■

徳島県における高齢
者等の見守り活動に
関する協定書

■

徳島新聞販売店「見守り活動」状況
※通報件数は販売店所長の記憶に基づくものもあり概数。

販売店を長年経営しているベテラン所長もいるが「忘れ
てしまった」という販売店は件数を空欄にした。

店名
過去3年間
の発見・
通報件数

過去1年間
の発見・
通報件数

現所長の
開店年数

開店後の
通報件数 表彰歴

昭和町 25年
昭和南 4 2 5年 4
津田東 4 1 36年 4
津田南 1 0 27年 3
沖浜 0 0 15年 3
論田 2 2 20年 2
八万 0 0 1年 0
八万西 2 1 20年 8
八万南 0 0 4年 0
八万北 3 1 14年 5
勝占 17年
多家良 0 0 18年 1
沖洲 0 0 1年 0
福島 1 0 3年 1
末広 2 2 25年 4
住吉城東 3 3 2年 3
常三島 0 0 0.2年 1
徳島 10年
富田 2 2 4年 2
山手 0 0 3年 0
助任 0 0 22年
北吉野 3 1 8年 6
前川 2 1 2年 2
佐古南 2 2 6年 2
北佐古 0 0 2年 0
田宮 1 1 2年 1
矢三 3 1 10年 3
蔵本 1 1 0.3カ月 1
加茂名北 1 1 0.3カ月 1
南庄町 0 0 13年 0
名東町 0 0 27年 1
国府 0 0 30年 5
国府南 1 0 31年 7
広野 0 0 21年 2
竜王 3 0 3年 3
石井 25年
石井西 3 1 25年 7
高川原 0 0 26年 3
小計 44 23 85
小松島 4 2 12年 10
北小松島 3 3 4年 3
南小松島 4 2 16年 6 有り
立江 0 0 30年 3
赤石 6 2 36年 25
勝浦 1 0 6年 2
今津 5 2 21年
羽ノ浦南 0 0 2.5年 0
中島 1 0 42年 5
富岡 1 1 5年 3
阿南東 1 1 37年 8
橘 0 0 23年 2
津乃峰 1 1 23年 3
大野 0 0 19年 0
宝田 1 0 3年 1
桑野 1 1 2年 1
新野 0 0 17年
福井 0 0 17年 0
鷲敷 0 0 14年 6
丹生谷 1 0 12年 1
由岐 0 0 12年
日和佐 2 1 30年 10
牟岐 5 4 2年 5
海南 0 0 11年
海部宍喰 0 0 27年 2
小計 37 20 96
川内 0 0 0.6年 0
川内東 0 0 23年 0
応神 2 2 6年 4
北島 4 3 8年 5
北島南 0 0 11年 7
北島西 0 0 8年 0
松茂 0 0 23年 5
南浜 3 2 7.5年 4
桑島 3 1 5年 7
鳴門北 5 0 6年 5
立岩 0 0 1年 0
瀬戸 3 3 4年 3
大津 3 1 22年 10
堀江 5 2 4年 5 有り
板東 3 1 70年 10
藍園 1 1 18年 4 有り
勝瑞 0 0 2年 0
藍住北 2 1 33年 10
板野 1 0 21年 2 有り
板野南 1 9 8年 1
高志 2 1 20年 5
大山 6 4 31年 15 有り
松島 1 1 1年 1
小計 45 32 103
一条御所 6 2 24年 12
土成 0 0 4年 0
市場 5 2 15年 5
阿波 0 0 9年 1
阿波西 3 1 28年 12
牛島 1 0 14年 3
鴨島中央 1 0 1年 0
鴨島南 0 0 3年 0
鴨島西 2 0 32年 5
川島 2 1 28年 5
学 1 0 12年 1
山川 3 2 3年 3
山川西 2 1 22年 2
穴吹 0 0 18年 2 有り
江原 1 1 35年 15
脇町 1 0 8年 3
脇町西 0 0 1年 0
貞光 4 1 34年 20
半田重清 1 1 17年 1
三野 0 0 24年 1 有り
三加茂 0 0 24年 0
井川 1 0 33年 4
昼間 2 0 13年 4
池田 3 1 22年 4 有り
山城 2 1 32年 15 有り
小計 41 14 118
全店（県
内）合計 167 89 402 9

■

徳
島
新
聞　

2
0
1
0
年
11
月
27
日
付
朝
刊

この協定締結以来、自治体からの協力
依頼が相次ぎ、現在42店が7市町と見
守り協定を締結。今年（2012年）1月に
は全店（111店）が徳島県と締結した。
徳島新聞　2009年10月10日付

徳島新聞　2011年11月20日付

高齢化が進む徳島県西部（25店）の2011
年の活動を支局の記者がまとめた記事。
徳島新聞　2012年5月3日付

地元住民から本社に「こんな
出来事があった。新聞に書い
てあげてほしい」と情報が入
り、支局の記者が取材をして、
本紙地方面に掲載されました。
徳島新聞　2012年5月8日付朝刊

徳
島
新
聞　

2
0
1
0
年
6
月
23
日
付
朝
刊

徳島新聞　2010年1月23日付

販売店へのアンケート■

行政と協力した
安全で安心して暮らせる
まちづくりを目指して
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「宇宙カボチャを育てよう」
～パンプキンミッションinさが～

佐賀新聞販売店会佐賀会

実施期間

2011年5月～11月

実施地域

佐賀県内全域

活動概要

佐賀新聞販売店会佐賀会では、

2011年 5月から 11月の間、佐

賀県内にある全小学校の 4年生

を対象に「宇宙カボチャ」の種

を配布し、生育を通して宇宙や

科学を知り、夢を広げてほしい

との願いを込めた取り組みを実

施した。

「宇宙カボチャ」は宇宙飛行士

の若田光一さんが、宇宙滞在中、

国際宇宙ステーション日本実験

棟「きぼう」で保管していたペ

ポ・カボチャの種子 345粒を持

ち帰り、全国の 17大学や農業

研究所などに配布され、育成さ

れた。

佐賀会はこの 2世種子を小学

校に贈ったところ、学校関係者、

児童および読者から多数の感謝

の声が寄せられている。

＊

佐賀新聞販売店会佐賀会＝佐賀県
の佐賀新聞系統 87 販売店で組織。
廣瀬博（ひろせ・ひろし）会長

◉

◉

◉

すべての小学校に宇宙カボチャの種を贈呈◎

贈呈した観察ノートでコンテストを実施◎

贈呈は、佐賀新聞販売店の店主が配達エリア内にあ
る小学校と連絡をとり行いました。

5 月 27 日、佐賀市の高木瀬小学校から贈呈は始ま
りました。贈呈品目はクラス単位に分けた『2世種子』、
宇宙やカボチャのことを調べたり新聞記事を貼り付け
できる『栽培観察ノート』、教師用の『栽培マニュア
ル』、宇宙カボチャの成り立ちを詳しく紹介した

『DVD』、『パンプキンミッション参加証明書（額付）』、
『フラワーラベル』、『肥料』となっています。また、佐
賀新聞本紙 1 面コラムでも、この事業が取り上げられ
ました。

贈呈は、佐賀新聞販売店の店主が配達エリア内にあ
る小学校と連絡をとり行いました。その様子は佐賀新
聞紙上で紹介し、贈呈を行った 177 校すべてを掲載
し、掲載後は贈呈記念のパウチを作成して、各小学校
と掲載された児童に届けました。

7 月 14 日、鹿島市の七浦小学校が最後の小学校。
県内177校への贈呈は終了いたしました。

贈呈時の様子は紙面で全校紹介
6月12日から7月18日にかけて12回掲載（掲載サイズは全5段）。掲載した写真はパウチサー
ビスを実施し、各販売店から 177 校の小学校へ届けました。贈呈されたことや友達が紙面に掲
載されて、児童や学校関係者に新聞に関する興味を起こさせました。

■

子どもたちの宇宙や自然、故郷・佐賀県
や栽培についてより興味を持ってもらうた
めに『観察ノートコンテスト』を実施しまし
た。

カボチャの成長ぶりを書き込んだ観察ノ
ートのコンテストを開きました。すぐれた作
品には天体望遠鏡などを贈りました。　観察
ノートはカボチャの種とともに、県内全小
学校の 4〜6 年生に贈られ、宇宙や農業や
佐賀県のことも学べるようになっています。

カボチャの種については「種まき」「発芽」
「植え替え」「受粉」「収穫」と、育てるポイン
トごとに観察し、気づいたことを書き込んだ
り、写真やスケッチを張ったりするようにな
っています。

JAXA（宇宙航空研究開発機構）の協力のもと、 「パン
プキンミッションINさが」の特別企画として、県内で初
めて開いたものです。

国際宇宙ステーション（ISS）に長期滞在中の宇宙飛
行士古川聡さん（47）と佐賀県内の小学生が直接会話す
る「宇宙交信イベント」が10月26日、武雄市の県立宇
宙科学館で開催しました。

佐賀新聞販売店会が県内全小学校に「宇宙カボチャ」
の種を贈って育てる事業「パンプキンミッションinさが」
の特別企画として開いたものです。当日は午後 6 時から
宇宙航空研究開発機構（JAXA）と同館の担当者が講話
した後、午後 8 時ごろから古川さんと約 10 分間交信し
ました。イベントの参加対象は小学生（保護者同伴）で、
定員は 170 人。応募者多数のため抽選で参加者を決め
ました。

古川宇宙飛行士との交信イベントを実施◎

観察ノートコンテストの表彰式と感想
最優秀賞には江口伊吹君（鏡山小 6 年）、溝口綾音さん（大
志小 6 年）、田渕奈穂さん（北川副小 5 年）が選ばれ 10 月
26日、県立宇宙科学館で表彰式を開催しました。

■

観察ノートコンテスト応募作品より抜粋■

佐賀新聞2011年5月26日付の特集紙面。宇宙カボチャの由来など
を1ページで紹介しました。

佐賀新聞 2011年 5 月28日付
朝刊

宇
宙
カ
ボ
チ
ャ
２
世
種
子

栽
培
観
察
ノ
ー
ト

こども佐賀新聞　2011年12月3日付

佐賀新聞　2011年7月14日付

宇宙カボチャの生育を通して
宇宙や科学を知り
子どもたちの夢を広げてもらう取り組み
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ミニコミ紙特集号「ハーイ元気です」と
ちびっこサッカー&グラウンドゴルフ大会

南日本新聞指宿地区南日会

実施期間

1995年～

実施地域

鹿児島県指
いぶすき

宿市と南九州市の一

部

活動概要

南日本新聞指宿地区南日会は、

1995年から地区内5つの販売所が

連携して、エリア内の乳幼児のほ

ほ笑ましい写真を集めたミニコミ

紙特集号「ハーイ元気です」の発

行をはじめ、「指宿ちびっこサッカ

ー大会」や「指宿地区グランドゴ

ルフ大会」など、幅広い世代を対

象に地域交流に取り組んでいる。

年 6回発行しているミニコミ誌

「いぶすき路」を、99年から子ども

の日がある 5月号を「ハーイ元気

です」特集号と位置づけ、読者か

らの掲載申し込みに応じて写真を

掲載している。

また、地域貢献活動として、ち

びっこサッカー大会やグラウンド

ゴルフ大会を07年から毎年1回開

催するなど地域交流の促進に寄与

している。

＊

南日本新聞指宿地区南日会＝鹿児島
県指宿地区の南日本新聞系統 5 販売
所で組織。若山修二郎（わかやま・し
ゅうじろう）会長

◉

◉

◉

ミニコミ紙特集号「ハーイ元気です」とその付加サービス◎

指宿ちびっこ 
サッカー大会
◎

必死にボールを追いかける
子どもたち

地元大型スーパーで、写真
展を実施

指宿地区グラウンド
ゴルフ大会
◎

明るく楽しくプレーします！
＝選手宣誓はやはり緊張

一打入魂…でも笑顔は忘れ
ません

512人を掲載した今年の特集「ハーイ元気
です」（平成24年5月号）

付加サービスの特製カレンダー

ミニコミ紙を活用した
幅広い世代における
地域交流の促進に寄与


